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はじめに 

 針状の酸化鉄ナノ粒子は、その形状磁気異方性による高い保磁力を持つこと

から磁気記録材料として広く生産されている[1]。なかでもCoFe2O4は、大きな

磁気弾性効果を示すことで知られており、先行研究ではMgO (001) 基板上で

CoFe2O4薄膜をエピタキシャル成長させると、基板と薄膜戸の格子不整合によ

って歪が生じ、大きな磁気異方性が発現することが報告されている[2]。そこで

バルク材料への展開が可能な微粒子形態で適用を考え、格子不整合に伴う格子

歪を導入させる材料として、針状の酸化鉄ナノ粒子に注目した。このナノ粒子

の格子定数が調節可能となれば格子不整合を引き起こす材料の幅が広がる。そこで針

状Fe3O4を出発原料として針状CoFe2O4、針状MnFe2O4を作製することを目指し、本

研究では置換反応による針状CoFe2O4、針状MnFe2O4ナノ粒子の合成条件、結晶構造、磁気特性について検討した。 

実験方法 

 出発原料として保磁力370Oe、 飽和磁化78emu/gの針状Fe3O4を用いた。

まず針状Fe2O4、Co2+もしくはMn2+を含む水溶液とポリエチレングリコール

を混合した。次に二種類の手法で微粒子を合成した。一つ目の手法では、混

合溶液を高温下で一定時間撹拌し反応させた。二つ目の手法では、混合溶液

をオートクレーブ中に入れ高温高圧下で反応させた。いずれの手法で反応さ

せた試料も沈殿させ水洗することで余分なイオンや溶液を取り除き、60℃で

乾燥させることで完成する。ここで反応時間、温度、金属イオンの仕込み量

を変化させて合成条件の最適化を行った。完成した試料の評価方法として結

晶構造解析にXRD、磁気特性評価にVSMを使用した。 

実験結果 

 Fig.1に針状Fe3O4、CoとFeの物質量比55:45で作製した試料A、MnとFeの物質量比59:41で作製した試料BのX

線回折パターンを示す。試料A、試料Bともに立方晶スピネル構造を示す回折線が観測された。また、針状Fe3O4、試

料B の格子定数はそれぞれ 8.382Å、8.403Å となっておりMn を導入することで格子定数が 0.25%増加している。続い

て Fig.2 に針状Fe3O4、試料A、試料B の磁化曲線を示す。それぞれの試料の保磁力は 370Oe、1840Oe、360Oe となっ

た。講演では、各試料の合成条件、表面状態の観察、結晶構造や磁気特性に関する詳細な実験結果を報告する。 
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